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■祭りの元気でまちも元気に（八朔祭）
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●いざというときに備えて

日頃の心がけが命とまちを守ります



特集●いざというときに備えて
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最
近
は
、
「
隣
の
人
の
顔
を
良
く
知

ら
な
い
」
と
い
う
人
が
少
な
く
な
く
、

隣
近
所
の
交
流
が
希
薄
と
な
っ
て
い
る

傾
向
が
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
震
災
や
火
災
な
ど
い
ざ
と

い
う
と
き
に
「
こ
の
家
は

0
人
家
族
」

「
こ
こ
の
ア
パ
ー
ト
に
は
お
年
寄
り
が

多
い
」
と
い
う
よ
う
な
生
き
た
情
報
が

人
命
救
助
や
避
難
補
助
に
大
き
く
役
立

ち
ま
す
。
普
段
か
ら
の
交
流
や
会
話
に

よ
っ
て
住
民
同
士
が
お
互
い
に
知
り
合

い
、
助
け
合
う
心
が
け
が
大
切
で
す
。

日
頃
の
心
が
け
が

命
と
ま
ち
を
守
り
ま
す

と
い
う
と
き
に
備
え
て

゜
卵凶ュ婦人防火クラフ｀ 偏良民間防火絹織表彰受賞

8月1日、龍ヶ崎文化会館で行われた第16回茨城県幼年少年婦人防火大会におい

て、防火思想の普及に特に功績のあった団体として大洗町婦人防火クラブが優良民

間防火組織表彰を受賞しました。

大洗町婦人防火クラブは、平成10年に発足し現

在255名のクラブ員で家庭と地域における防火、

防災の担い手として地域防火に貢献しています。

受賞者（敬称略）

優良婦人防火クラブ指導者石井きみ

（大洗町幼少年婦人防火委員会副会長）

優良婦人防火クラブ員山戸美枝

（磯浜町地区婦人防火クラブ部長）

優良婦人防火クラブ大貫地区婦人防火クラブ

（小野瀬文恵部長） 左から山戸さん、小野瀬さん、石井さん
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特集●いざというときに備えて

日ころの訓練が大切です

防災のために必要な活動は、消火活動や救急活

動、応急救護、避難などさまざまです。災害から

自分や家族、自分のまちを守るためには、ひとり

ひとりがこうした行動を身につけると同時に、自

主防災組織など、地域ぐるみで取り組む防災活動

がとても大事です。

実際に行動し、 体で覚えましょう

消火器の使い方や避難のしかたなどは、経験し

てみなければなかなか理解するのは難しいもので

す。家に消火器は備えていても、使ったことがな

いという人は多いのではないでしょうか。

出火の防止や初期消火は、火災の被害を少なく

するためにとても大事です。防災訓練に参加して、

いざというときにも自信をもって行動できるよう

にしましょう。

（
 

閾
8
月
30日
i
9月
5
日

遍災陪

「
防
災
の
日
」
は
、

1
9
2
3
年
（
大
正
12
年）

9
月
1
日
に
発
生
し
た
関
東

大
地
震
を
教
訓
に
、
昭
和
35
年
に
定
め
ら
れ
ま
し
た
。
災
害
は
い
つ
、
ど
こ
で
起

こ
る
か
ま
っ
た
＜
予
測
で
き
ま
せ
ん
。
身
の
安
全
を
守
る
た
め
に
は
、
日
こ
ろ
か

ら
の
備
え
が
大
切
で
す
。

も
う
一
度
、
私
た
ち
＿
人
ひ
と
り
が
で
き
る
防
災
活
動
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま

し
ょ
う
。

非常持ち出し品の準備

水や非常食品、 懐中電灯や携帯ラジオなどを非常持ち出し袋に入れ、持ち出し

やすい場所に置いておきましょう。

水や食料品、電池など期限のある物は、定期的に点検・交換しておきましょう。

‘、

ー

）

．
 

安目

一

をが

ラ

言
憂
〗帯

日ー

携

非常食品

定期的に入れ換えを

電灯

生活用品

通帳など

二
巴ゞ

免許証・健康保険証のコビーも

断水時にはウェット

ティッシュが重宝

衣門

現金(5万円程度）

言 立ちます

紙製品の下着なども便利

救急用品

旦〕
門白
常備菜戸
忘れす（し
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特集●いざというときに備えて

救急は正しくあわて"g-119番

救急車を呼ぶときに、次のことを告げていただ

くと、より早い対応が可能になります。

。

(l)救急事故などの発生場所と近くの目標

(2)ケガ人や病人の氏名・年齢

(3)ケガや病気の内容

(4)かかりつけの病院の有無

(5)通報者の氏名・電話番号

日
9
月
9
日

e
 

急韓
9

（
き
ゅ
う
）
と
9

（
き
ゅ
う
）
で

「
き
ゅ
う
き
ゅ
う
の
日
」

1
1

「
救
急
の
日
」
で
す
。

9
月
9
日
は
「
救
急
の
日
」
で
す
。
ま
た
、

9
月
3
日
（
日
）
か
ら

9
日
（
土
）
ま
で
の

1

週
間
は
「
救
急
医
療
週
間
」
で
す
。
こ
れ
は
、

み
な
さ
ん
に
救
急
医
療
業
務
に
つ
い
て
正
し
い

理
解
と
認
識
を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め
に
設
け

ら
れ
て
い
ま
す
。

を 尋、
救急隊が到着するまでの「空白の5分間」あなたの手で救命を

救急車は何分くらいで来てくれるのでしょうか。救急車がll 9番通報を受けてから、現場

に到着するまでの全国平均は5分～6分です。

しかし、脳が酸素なしで生きられる時間は3分～4分といわれています。

したがって呼吸や脈拍が触れなくなった傷病者をそのままの状態で放置して救急隊に引き

渡した場合、生命が救えた場合でも社会生活に復帰するまでに回復させることは非常に困難

となります。そこで、 一刻も早く適切な応急手当を行う必要があります。

119番通報
（心肺停止）

応急手当
（人工呼吸・心臓マッサージ）

→ → 

皆さんの勇気ある行動が大きな救命効果をもた

らします。

消防署では定期的に町民の皆さんを対象とした

救命講習会を開催しています。

詳しくは、消防本部 (TEL266-l l l 9)まで

お問合せください。

救急車がくるまで
（約3分～5分位）

2001.94 広報おおあらい (4) 



特集●いざというときに備えて

安全を守るための取り組みと活動

大洗町消防本部は「緊急消防援助隊」に堂録しています

阪神・淡路大震災には全国から451の消防本部33,000人余りの消防隊員が兵唐県に集結

し、火災の消火や救急救助活動など消防広域応援活動を実施しました。

1日自治省消防庁では国内で発生した大規模災害時に人命救助などを支援し、全国の消防機関

による迅速な援助体制を確立するため緊急消防援助隊を発足させました。

茨城県においても平成12年度末までに救助部隊9隊、消火部隊37隊、救急部隊に大洗町消

防本部を含む12隊が登録されました。

今後、阪神・淡路大震災のような大規模な災害が発生した

場合、消防庁から茨城県を通じて災害派遣要請があった場合、

大洗町消防本部の救急隊は緊急医療チームとして北海道から

北陸・中部の各都道府県に災害出動をいたします。

また、緊急消防援助隊の登録を受けたことに伴い「災害対

応型高規格救急自動車」を平成13年度に整備いたします。

部隊旗が小野崎助役に伝達されました

茨城県消防技術大会

第28回茨城県消防救助技術大会
Bチームが第4位 Aチームが第5位に入賞

茨城県立消防学校で行われた救助技術大会において、引揚救助の部 (5人1組で空気呼吸器を

装着し、要救助者を搬送により救出、塔の上に引きあげ、脱出するまでの安全性と確実性を競

う）に大洗町消防本部から2チームが参加、日ころの訓練の成果を発揮し23チーム中4位と5

位に入賞しました。

一
L
 

-i
 H
 

消
防
本
部
で
の
厳
し
い
訓
練
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咆
：
言
図
国
巴1
．
公
叫
L

目
平
成
13
年
9
月
1
日
か
ら
新
た
に
上

図
の
地
域
の
公
共
下
水
道
が
整
備
さ

れ
、
下
水
道
が
利
用
で
き
る
区
域
が
拡

が
り
ま
し
た
。

お
住
ま
い
の
地
域
が
処
理
区
域
に
な

り
ま
す
と
、
下
水
道
法
の
規
定
に
よ
り
、

3
年
以
内
に
く
み
取
り
便
所
は
水
洗
卜

イ
レ
に
改
造
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん

し
、
浄
化
槽
を
利
用
し
て
い
る
こ
家
庭

も
、
浄
化
槽
を
や
め
て
公
共
下
水
道
に

直
結
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま

す
。
処
理
区
域
で
は
各
家
庭
の
ト
イ
レ
、

台
所
や
風
呂
の
汚
水
も
す
べ
て
公
共
下

水
道
へ
直
接
流
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
な
り
、
ト
イ
レ
の
く
み
取
り
や
、
浄

化
槽
の
維
持
管
理
が
必
要
な
く
な
り
ま

す
。
下
水
道
が
利
用
で
き
る
区
域
に
お

住
ま
い
の
皆
さ
ま
で
、
ま
だ
下
水
道
に

接
続
し
て
い
な
い
こ
家
庭
は
早
急
に
公

共
下
水
道
へ
の
接
続
を
お
願
い
し
ま

す
。自
然
環
境
の
保
護
と
文
化
的
な
生
活

を
両
立
さ
せ
る
た
め
に
下
水
道
は
欠
か

せ
な
い
施
設
で
す
。
豊
か
な
大
洗
の
自

然
環
境
の
保
護
と
快
適
な
居
住
環
境
を

つ
く
る
た
め
に
皆
さ
ま
の
こ
理
解
と
こ

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ
／
下
水
道
課
（
内
線
2
7
3
)

笞

Ug危
9,に
也
＿
＿
ビ
i

0 
大洗わくわく科学館 来館者5万人

7月ll日にオープンした大洗わくわく科学館は8

月14日に5万人目の来館者を迎えました。 5万人目

の来館者は、千葉県船橋市の島貫勝さんファミリー。

小谷町長から記念品の「ガリレオ温度計」と「記

念エコーはがき」を手渡された寛君（小学校2年）

は「とてもラッキー」と喜びを語っていました。

わくわく科学館は、夏休みに入り平日で平均

1,300人、土日は2,000人から5,000人の来館が

あり、オープンから30日目で 5万人の来館を達成

しました。

2001.9.4 広報おおあらい (6) 



幕末と明治の博物館で行われている特別展「大

洗のあらたな魅力をさぐる」 一大洗をモチーフと

した文学者・画家たちーを拝見させていただいた。

大洗の海岸に打ち寄せる波を「前足を上げた千

匹の大馬」と表現した与謝野晶子や野口雨情、大

洗を愛し晩年をこの地で過こ1した山村暮鳥などの

文学者、心の目を適して自然を自由に色や形で表

現している画家たちの大洗の魅力をさまざまな視

点からとらえた作品が展示されており、わたした

ちのふるさと大洗が古くから多くの人々に愛され

てきたことがうかがえました。

また、海門橋の建設に挑む若き技術者を描く小

山いと子の「海門橋」や大洗の月の美しさを心静

かに表現した井上靖の「大洗の月」、石川達三の

「四十ハ歳の抵抗」、曽野綾子の「残照に立つ」な

ど数多くの小説の舞台にもなっています。

今年も大洗の魅力を探る大洗四季フオトコンテ

ストを開催いたします。毎回大洗の魅力ある風景が数多く寄せられ

ており、多くの文学者、画家を魅了してきた大洗の美しい自然景観

を写真で見ることができます。

住み慣れて、普段は気にとめない風景。自然を心の目でみつめ、

頬にうけた潮風の感触や葉り、波音などを五感で感じとっている文

学者や画家たちの作品に触れ、恵まれた豊かな自然・風土の中で笞

らせる幸せをあらためて感じ、わが町の限りない発展の可能性を確

信したところです。

町民の皆さんとともに大洗のすばらしさを見つめなおし、恵まれ

た自然環境を最大限に活かしたまちづくり。厳しい社会経済環境下

人が元気、産業が元気、町が元気、活力ある未来は豊かな風土と皆

さんの心意気から始まるのではないでしょうか。

00 

大
洗
町
長

小
谷
隆
允

8
月
6
日
、
明
治
大
学
大
学
院
政
治

経
済
研
究
科
の
院
生
9
人
が
日
本
原
子

カ
研
究
所
大
洗
研
究
所
や
核
燃
料
サ
イ

ク
ル
機
構
大
洗
工
学
セ
ン
タ
ー
な
ど
を

見
学
し
、
原
子
力
施
設
の
危
機
管
理
に

つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

参
加
し
た
院
生
か
ら
は
、
「
現
場
の

方
々
が
安
全
と
危
機
管
理
に
注
意
を
払

っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
」
「
事
故

が
起
き
た
と
き
に
連
絡
を
受
け
た
行
政

側
が
ど
こ
ま
で
重
大
性
を
理
解
で
き
る

か
が
疑
問
」
と
感
想
を
述
べ
て
い
ま
し

こ
。r
 
ま
た
、
院
生
た
ち
は
原
子
力
施
設
を

見
学
後
、
大
洗
町
役
場
を
訪
れ
、
小
谷

町
長
と
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
な
こ
ゃ

か
に
懇
談
し
ま
し
た
。

あ
ら
た
め
て
知
る
大
洗
の
魅
力

明
治
大
学
大
学
院
生
が

e原
研
大
洗
研
究
所
な
ど
を
見
学

（
 

平
成
11
年

4
月
の
オ
ー
プ
ン
か
ら
多

く
の
み
な
さ
ん
に
親
し
ま
れ
て
い
る

「
ゆ
っ
く
ら
健
康
館
」
の
入
館
者
が
8

月
20
日
に
50
万
人
を
達
成
い
た
し
ま
し

た
。50
万
人
目
の
来
場
者
は
、
埼
玉
県
新

座
市
の
会
社
員
、
倉
橋
勝
巳
さ
ん
。
家

族
旅
行
で
大
洗
を
訪
れ
た
帰
り
に
ゆ
っ

く
ら
健
康
館
に
立
ち
寄
り
、
思
わ
ぬ
幸

運
を
射
止
め
ま
し
た
。

倉
橋
さ
ん
は
「
突
然
で
び
っ
く
り
し

て
い
ま
す
。
家
族
旅
行
の
良
い
思
い
出

に
な
り
ま
し
た
」
と
笑
顔
で
語
っ
て
い

ま
し
た
。

ま
た
、

49
万
9
、
9
9
9
人
目
の
大

洗
在
住
の
宮
崎
清
さ
ん
と
50
万
ー
人
目

の
小
川
町
の
伊
能
静
江
さ
ん
に
前
後
賞

と
し
て
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

ゆ
っ
く
ら
健
康
館

・

入
館
嘉
万
人
達
成

‘、
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短
冊
に
想
い
を
寄
せ
て
結
び
た
り
青
笹

か

の
風
香
を
伴
い
て
前

原

住

宅

堀

野

満

穂

〔
評
〕
い
つ
の
世
も
か
く
あ
り
た
い
も

の
。
日
本
の
心
が
投
影
さ
れ
て
い
る
。

砂
原
に
失
せ
て
久
し
き
防
風
を
摘
み
く

れ
し
人
い
ま
に
忘
れ
じ

桜
道
三
区
田
部
田
安
太
郎

〔
評
〕
防
風
は
浜
防
風
の
略
。

砂
浜
の

情
緒
に
心
魅
か
れ
る
一
首
で
あ
る
。

せ
ん
て
い

剪
定
の
あ
と
の
芽
吹
き
の
は
や
く
し
て

梅
の
若
葉
の
柔
き
繍
色

仲
町
四
区
庄
司
千
代
子

〔
評
〕
鶉
色
の
終
っ
た
枝
の
剪
定
で
あ

ろ
う
。
鶉
色
の
若
葉
は
い
ま
だ
柔
か
い
。

て

暗
闇
の
螢
し
き
り
に
わ
が
追
う
掌
幼
な

心
の
ま
だ
残
れ
る

永

町

十

六

区

身

内

ゆ

み

〔
評
〕
ホ
タ
ル
ヘ
の
思
い
に
は
ロ
マ
ン

が
伴
う
。
誰
し
も
心
魅
れ
る
も
の
だ
。

喪
服
着
る
こ
と
多
く
な
り
し
身
の
わ
れ

め

ぐ

ぁ

か

し

の
囲
り
も
老
い
の
証
か

祝

町

一

区

佐

藤

毅

〔
評
〕
年
を
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9月から
近隣市町村の施設が使いやすくなります

大洗町と近隣の14市町村で構成する水戸地方広域市町村圏協議会は，平成13年8月7日に「公の施

設の広域利用に関する協定」を締結し、平成13年9月1日から広域利用を開始することになりました。

これまでは、他市町村の施設は，住民でなければ利用ができなかったり、その市町村の住民より

も高い金額 (1.5,..._,2倍程度）を支払わなければならないものがありました。

次ページからの一覧表の施設は広域利用の実施により 、15市町村内に住所を有する方であれば、

その市町村の住民と同じ条件で利用できるようになりました。

これを機会に，お近くの市町村の施設もご利用してみてはいかがでしょうか。

水戸地方広域市町村圏協議会とは

昭和46年に設立された広域行政組織で

大洗町、水戸市、笠間市、ひたちなか市、

茨城町、内原町、常北町、桂村、御前山村、

友部町、岩間町、七会村、東海村、那珂

町及び瓜連町の15市町村で構成されてお

ります。

主に，広域圏計画の策定や，広域行政

に関する連絡・調整を行うことにより、

市町村の枠を越えた一体感のある地域づ

くりを目指しています。

＜
 
市

■広域利用が開始されると
施設のある市町村の住民でないため、利用ができなかった

→利用が可能になります

施設のある市町村の住民でないため、利用料金に較差があった (. 

→施設のある市町村の住民と同額で利用できます

■広域利用の開始日 平成13年9月1日

■ご注意
次のような目的で施設を使用する場合は，今回の広域利用の対象となりませんので，予めご了承

下さい。

015市町村内に住所のない方

〇営利・宣伝を目的とした場合

〇入場料を徴収する場合

〇競技団体等が行う大会

〇その他余暇等を利用した活動と認められない場合

■問合せ
大洗町役場企画課企画調整係合267-5111 （内線223、224)

なお、施設の概要や申し込み方法等については、利用する各施設にお問合せください。
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利用可能な公共施設一覧

No 施設名 所在地 施設内容
連絡

電話番号 1 内線等

先

問い合わせ

水戸市

1 ふるさと農場 水戸市全隈町940 区画農場、ガーテンセンター 029-252-2090 

2 森林公園 水戸市全隈町，成沢町及び木葉下町地内 森の交流センター、森のシェーブル館、ふれあい牧場 029-252-7500 森の交流センター

3 銀杏坂市民ギャラリー 水戸市三の丸1-4-19 貸しギャラリー 029-224-1111 517 商工課

4 千波公園 水戸市2506-1 テニスコート、ゲートポール場 029-225-3081 

5 青柳公固 水戸市水府町864 体育館、屋内外プール、合宿所 029-225-6931 

6 総合運動公匿l 水戸市見川町2202-1 野球場、テニスコート、体育館 029-243-0111 スポーツ振興協会

7 大塚池公園 水戸市大塚町1827-1 野球場 029-243-0111 スポーツ振興協会

8 植物公園 水戸市小吹町504 観官大温室、熱帯果樹温室、植物館 029-243-9311 

， 水戸芸術館 水戸市五軒町1-6-8 コンサートホール、刷場、現代美術センター、展望塔 029-227-8111 

10 国際交流センター 水戸市備前町6-59 多目的ホール、研修室 029-221-1800 

11 市民会館 水戸市中央1-4-1 ホール、会議室、展示室 029-224-7521 

12 中央図書館 水戸市大町3-3-20 029-226-3951 

13 東部図書館 水戸市元吉田町1973-27 029-248-4051 

14 西部図書館 水戸市堀町2311-1 029-255-5651 

15 博物館 水戸市大町3-3-20 歴史・民俗・自然・考古・美術 029-226-6521 

゜

16 大塚農民館 水戸市大塚町1223-2 農耕資料 029-226-6521 博物館

17 大串貝塚ふれあい公園 水戸市塩崎町1010 L・E・Cセンター、テニスコート、屋外プール 029-269-5090 

18 少年自然の家 水戸市全隈町80-1 宿泊室、研修室、多目的ホール、創作のやかた、飯ごう場 029-254-2200 

19 市立競技場 水戸市小吹町2058-1 陸上競技場 029-241-8484 

20 田野市民運動場 水戸市田野町1281-1 野球場 029-243-0111 スポーツ振興協会

21 東野市民運動場 水戸市東野町386 野球場 029-243-0111 スポーツ振興協会

22 柳河市民運動場 水戸市中河内町地内（河川敷） 野球場 029-243-0111 スポーツ振興協会

23 城東市民運動場 水戸市若宮町地内（河川敷） 野球場 029-243-0111 スポーツ振興協会

24 ちとせ市民運動場 水戸市ちとせ2丁目地内（河川敷） 野球場 029-243-0111 スポーツ振興協会

25 飯富市民運動場 水戸市飯富町地内 （河川敷） 野球場 029-243-0111 スポーツ振興協会

26 上中妻市民運動場 水戸市大塚町1218-1 多目的広場 029-243-0111 スポーツ振興協会

27 元石川市民運動場 水戸市元石川町2297-1 野球場 029-243-0111 スポーツ振興協会

28 元吉田市民運動場 水戸市元吉田町1973-27 多目的広場 029-243-0111 スポーツ振興協会

29 若宮市民運動場 水戸市若宮町1103 野球場 029-243-0111 スポーツ振興協会

30 石川市民運動場 水戸市堀町2311-1 テニスコート、ゲートポール場 029-243-0111 スポーツ振興協会

31 常澄運動場 水戸市大場町507 野球場、陸上競技場 029-269-3748 

32 小吹運動公園 水戸市小吹町820-1 野球場、体育館、屋内プール 029-241-9121 

33 常澄健康管理トレーニングセンター 水戸市塩崎町1202 テニスコート、体育館、ミニグラウンド 029-269-4779 

茨城町

34 運動公園 茨城町越安1397 野球場、テニスコート屋外プール、陸上競技場 029-292-6458 

35 涸沼自然公園 茨城町中石崎2263 オートキャンプ場、バーベキュー棟 029-293-7 441 

36 広浦公園 茨城町下石崎1651 バンガロー、ツリーハウス 029-293-7 441 

37 親沢公園 茨城町上石崎4144-4 テントサイト 029-293-7 441 

38 町立図書館 茨城町小堤1037-1 029-240-7131 

大洗町

39 町民会館 大洗町磯浜町6881-88 ホール、会議室 029-266-2442 

40 漁村センター 大洗町磯浜町6881-88 会請室 029-267-0230 生涯学習課

41 総合運動公園 大洗町成田町1626 野球場、多目的広場、体育館、陸上競技場 029-266-3531 

42 サイクリングターミナル 大洗町大貫町前原1212-11 宿泊施設、貸室、貸自転車 029-267-2234 

43 町営プール 大洗町大貫町前原1212-37 屋外プール 029-267-0230 生涯学習課

44 町営テニスコート 大洗町大貫町1212-35 テニスコート 029-267-2234 サイクリングターミナル

45 町営キャンプ場 大洗町大貫町前原1212-117 オートキャンプ場、バーベキュー場 029-267-2234 サイクリングターミナル

ひたちなか市

喜己〗／臼〗：日：：：：□：： I云：T：/二：：：：こ門＿［門］：：［三三：：三三
総合福祉センター

ひたちなか市磯崎町4604 029-265-7185 
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No 施設名 所在地 施設内容
連 絡 先

電話番号 内線等 問い合わせ

50 中央図書館 ひたちなか市元町5-3 029-273-2247 

51 那珂湊図書館 ひたちなか市鍛治屋窪3566 029-263-5499 

52 佐野図書館 ひたちなか市高場1362-1 029-270-3811 

53 松戸体育館 ひたちなか市松戸町2-6-1 体育館、武道館、弓道場 029-274-8273~4 

54 那珂湊体育館 ひたちなか市鍛治屋窪3566 体育館、武道館、弓道場 029-263-6635 

55 那珂湊第二野球場 ひたちなか市西十三奉行11652-2 野球場 029-265-9188 那珂湊運動公園

56 武道館 ひたちなか市和田町3-4-6 武道館 029-263-6635 那珂湊体育館

57 石川町プール ひたちなか市石川町25 屋外プール 029-272-6303 

58 馬渡プール ひたちなか市馬渡2980-5 屋外プール 029-273-0983 

59 枝川プール ひたちなか市枝川158 屋外プール 029-225-1707 

60 佐野プール ひたちなか市高場188 屋外プール 029-285-5333 

61 津田運動ひろは ひたちなか市津田1736-1 野球場、テニスコート、ケートボール場 029-274-8273~4 松戸体育館

62 佐野運動ひろば ひたちなか市高野2456 野球場、テニスコート 029-274-8273~4 松戸体育館

63 石川運動ひろば ひたちなか市石川町10 野球場、テニスコート、ゲートホール場、サッカー場 029-274-8273~4 松戸体育館

64 六ツ野公園 ひたちなか市東石川3379 野球場、サッカー場 029-274-8273~4 松戸体育館

65 東石川第4公園 ひたちなか市石川町25 野球場 029-274-8273~4 松戸体育館

66 西原公園 ひたちなか市足崎1483-1 野球場 029-274-8273-4 松戸体育館

67 文化会館 ひたちなか市青葉町1-1 大ホール、小ホール、会講室 029-275-1122 

68 武田氏館 ひたちなか市武田566-2 歴史 029-276-2525 

69 ふるさと懐古館 ひたちなか市湊本町9-23 歴史 029-262-4650 

70 埋蔵文化財調査センター ひたちなか市中根3499 埋蔵文化財 029-276-8311 

束海村

71 図書館 東海村船場768 029-282-3435 

72 東海文化センター 東海村船場768-1 ホール、会議室、展示室 029-282-8511 （財）文化・スポーツ振興財団

73 東海駅コミュニティ施設 東海村舟石川802-2 貸しギャラリー、多目的ルーム 029-287-3680 東海ステーションギャラリー

74 総合体育館 東海村船場768 体育館、武道館、弓道場 029-283-0673 

75 久慈川河川敷運動場 東海村石神外宿地先東海村石神内宿地先 多目的広場 029-283-0673 総合体育館

76 東海スイミングプラザ 東海村船場768 屋外プール 029-287-0807 

77 東海村テニスコート 東海村船場741 テニスコート 029-282-8571 

78 阿漕ヶ浦公園 東海村村松141-3 野球場、ホッケー場 029-282-3835 

那珂町
79 ふれあいセンターよしの 那珂町飯田307-1 会講室 029-295-2673 

80 歴史民俗資料館 那珂町戸崎428-2 歴史・文化 029-297-0080 

81 神崎運動公園 那珂町横堀1721 野球場、テニスコート 029-298-5680 中央公民館

82 宮の池公園 那珂町菅谷3012 多目的広場 029-298-1111 536 社会教育課

83 みの内中央公園 那珂町菅谷6208 多目的広場 029-298-1111 312 都市計画課

84 みの内北公園 那珂町菅谷6110 多目的広場 029-298-1111 312 都市計画課

85 那珂総合公固 那珂町戸崎428-2 野珪場、テニスコート、多目的広場、体育館、屋内プール 029-297-0077 

86 中谷原公園 那珂町戸6000 テニスコート 029-297-0077 那珂総合公固

87 中谷原西公園 那珂町戸6710 多目的広場 029-298-1111 312 都市計画課

88 上菅谷駅西公園 那珂町菅谷4491-1 多目的広場 029-298-1111 312 都市計画課

瓜連町

゜
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89 町営体育館 瓜連町古徳310 体育館 029-296-1111 238 教育委員会

90 町営プール 瓜連町瓜連387 屋外プール 029-296-1111 238 教育委員会

91 町営グラウンド 瓜連町瓜連323 多目的広場 029-296-1111 238 教育委員会

92 町営テニス場 瓜連町瓜連287-1 テニスコート 029-296-1111 238 教育委員会

93 総合センターらぽーる 瓜連町古徳371 ホール、会譲室、図書室 029-296-1651 

94 しどりの里 瓜連町静1720-1 入浴施設 029-296-4770 

笠間市
95 笠間クラインガルテン 笠間市本戸4258 区画農場、農産物直売所、そば処 0296-72-1111 I 1s1 I農政課

96 総合公園 笠間市箱田867-1 野球場、テニスコート、多目的広場 0296-72-9330 

97 高田運動公園 笠間市福田3012-1 野球場 0296-72-9330 | I総合公園

98 南山スポーツ公園 笠間市北吉原321-1 野球場 0296-72-9330 | I総合公園

(l l) 広報おおあらい 200194 



施設 名 所 在地 施設 内 容
連 絡 先

No 
電話番号 内線等 問い合わせ

99 市民体育館 笠間市石井2068-1 体育館 0296-72-2101 

100 武道館 笠間市石井2068-1 武道館 0296-72-2101 市民体育館

101 市民プール 笠間市石井2068-1 屋外プール 0296-72-2101 市民体育館

内原町
102 鯉淵地区運動公園 内原町鯉淵4638 多目的広場 029-259-6411 健康増進センター

103 中妻地区運動公園 内原町牛伏127 野球場、フットサル場 029-259-6411 健康増進センター

104 内原地区運動公園 内原町内原1398-1 多目的広場 029-259-6411 健康増進センター

105 ヘルスバーク（健康増進センター） 内原町内原1384-2 テニスコート、体育館 029-259-6411 健康増進センター

友部町

106 北山公園 友部町平町北山 キャンプ息、パーベキュ一坦、温性生話図、アヤメ・ショウブ目0296-77-1101 315 商I観光誤北山公園管珪喜務所

107 図書館 友部町平町2084 0296-78-1200 

108 柿橋グラウンド 友部町鯉渕6525-18 野球場 0296-77-1101 463 生涯学習課

109 鴻巣クラウンド 友部町鴻巣525-10 野球場 0296-77-1101 463 生涯学習課

1 10 北山クラウンド 友部町平町1416-62 野球場 0296-77-1101 463 生涯学習課

1 1 1 大原グラウンド 友部町小原4118-1 野球場 0296-77-1101 463 生涯学習課

112 柿橋テニスコート 友部町鯉渕6526-33 テニスコート 0296-77-1101 463 生涯学習課

（ 

113 北川根ふれあい広場 友部町湯崎1111-1 野球場、多目的広場 0296-77-1101 463 生涯学習課

114 橋爪弓道場 友部町橋爪604 弓道場 0296-77-1101 463 生涯学習課

115 歴史民俗資料館 友部町平町29 歴史・民俗・考古 0296-77-8925 

岩間町

116 図書館 岩間町下郷4407 0299-45-2082 

117 総合運動公園 岩間町押辺2259-1 多目的広場 0299-45-7085 海洋センター

118 町民運動広場 岩間町泉1956-1 多目的広場 0299-45-2080 公民館

119 海洋センター 岩間町押辺2259-1 体育館、屋内プール 0299-45-7085 

120 岩間工業団地庭球場 岩間町安居2600-31 テニスコート 0299-37-6611 122・123 産業振興課

121 あたご天狗の森スカイロッジ 岩間町上郷2775-7 ロッジ、バーベキュー場 0299-45-6622 

122 あたご天狗の森野外ステージ 岩間町泉99-23 野外ステージ 0299-37-6611 122・123 産業振興課

123 フレンドリーバーク野外ステージ 岩間町下郷4445-1 野外ステージ 0299-37-661 1 122・123 産業振典課

常北町

124 総合運動公園 常北町上青山10 野球場、テニスコート、多目的広場 029-288-5575 I I公民館
125 健康管理トレーニングセンター 常北町石塚447 体育館 029-288-5575 I l公民館
126 コミュニティセンター常北 常北町石塚1428-1 ホール、会誤室、図書室 029-288-6100 

127 藤井川ダムふれあいの里 常北町上入野・下古内地内 キャヒン、オートキャンプ場、テニスコート、天文台 029-288-5505 

（ 桂村
128 図書館 桂村阿波山173-2 029-289-4946 

129 郷土資料館 桂村阿波山173-2 村のあゆみ、那珂川・御前山の自然、工芸品 029-289-4946 

130 村民体育館 桂村阿波山167 体育館 029-289-2211 21 教育委員会

131 運動公園 桂村赤沢上河原 野球場 029-289-2211 21 教育委員会

132 グリーン桂うぐいすの里 桂村銹高野2391 ケピン、野抹場、テニスコート、屋外プール、展望風呂 029-289-4321 

133 大桂公園 桂村飼波山地内 多目的広場 029-289-2211 33 産業振興課

御前山村

134 文化伝習センター 御前山村長倉125-8 作業室・展示室 0295-55-2111 162 産業振興課

135 総合運動公園 御前山村野口3223 野球場、テニスコート 0295-55-2111 413 教育委員会

136 村民センター 御前山村野口3195 会講室 0295-55-2111 413 教育委員会

137 ごぜんやま温泉保菱センター「四季彩館」 御前山村長念407-2 温泉施設 0295-55-2626 

138 農林漁業者トレーニングセンター 御前山村野口3195 体育館 0295-55-2111 413 教育委員会

139 青少年旅行村 御前山村下伊勢畑 ケビン、バーベキュー場 0295-55-2222 

140 三王山自然公園 御前山村秋田 バーベキュー場、展望台 0295-55-2111 162 産業振興課

七会村

141 下赤沢農村広場 七会村下赤沢613-1 野球場 0296-70-7011 直 I総務課

142 塩子地区運動広場 七会村塩子戸ノ内前3696 外 野球場 0296-70-7011 直 I総務課

143 山びこの郷 七会村徳蔵地内 ケピン，グうりンド、テこス］ート、水近び逗、特産民芸傭I届示為設 0296-88-3157 直

144 文化資源保存伝習館 七会村徳蔵357-12 農耕資料 0296-88-3210 I中央公民館

2001 94  広報おおあらい (12) 



「秋晴れの日本丸」

大畠

植竹 みどり

ぷ
窃
四
？
5
手

1
⑮

゜

和良

かもしだ ゆうま

鴨志田悠磨＜ん
（前原2区 l歳1ヶ月）

お父さん 隆幸 お母さん 直子

「いっぱい食べて大きくなあれ。」

ァ
イ
ド
ILI・

よねかわ ひろたか

米 川 洸孝くん

（中宿 l歳4ヶ月）

お父さん 恵ー お母さん 純子

「イケてるチョベピめざしてがんばるぜ 1」

゜
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八朔祭

大洗の夏を締めくくる恒例行事、八

朔祭が8月25、26日に行われました。

25日は、朝から2台の山車が町内を練

り歩き、「おっしゃいなぁ、おっしゃい

な」のかけ声に、老若男女が威勢よく山

車を引いていました。26日は、午後3

時より商店街通りの一部が歩行者天国

となり、各所では様々な催事が行われ、

磯節パレードや荒磯神輿なども繰り出

し、大いに盛り上がりました。 こ=―"•一

じ三〕

(_／手作りっておもしろいゾ！サイエンスサマースクール

塵

夏休みも折り返した8月21、28日の2日間、

大洗わくわく科学館で第4回サイエンスサマース

クールが開かれました。大洗町サイエンス研究会

のみなさんの指導を受けながら、小学校低学年生

は発砲スチロールで作るドルフィンジャンプを

高学年生は風力で動くウィンドカーを真剣に作っ

ていました。ウィンドカーに挑戦していた女の子

は「見た感じは簡単に作れそうだけど、実際に作

ってみると、意外と難しい。」という感想を聞かせ

てくれました。先日、来館者5万人を迎えた大洗

わくわく科学館ですが、当日もたくさんのお客様

でにぎわい、サマースクールの様子を興味深げに

のぞきこんでいました。

2001.94 広報おおあらい (14) 
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帆船「あこがれ」入港
8月lO日大阪市の帆船「あこがれ」が大洗港に入

港しました。青森から大阪までのセイル・トレーニ

ング束北周回コースの途中、寄港したものです。

小名浜港から体験乗船した大洗っ子クルーたち

は、真っ黒に日焼けし、たくましさを増したようで

す。「1日目は少し船酔いしたけど、あとは全然平気

だった。食事のとき、みそ汁がこぽれたりして大変

だったけど、さかな釣りをしたりして、すこくおも

しろかった。」

子どもたちにとって、この体験乗船は夏休みの貴

重な思い出となりました。

大洗町・苫小牧市スポーツ少年団親善野球
大洗町と北海道苫小牧市のスポーツ少年団

の野球を通した交流会が8月7~9日の3日間、

大洗で行われました。

薄曇りの天候の中、苫小牧市沼ノ端少年野

球団と3試合の交流試合を行い、お互いに日頃

の練習の成果を発揮しました。次の日にはサ

ンビーチで大洗ライフセービングクラブのみ

なさんにサポートしてもらいながらライフセ

ーバ一体験をしました。

短い期間でしたが、共に遊び、スポーツを

しながら未来へ続く友情を育んでいました。 こ）

きれいな涸沼を

稚魚放流事業
7月25日涸沼・松）1|漁港で第1、第2保育所の園児によ

る稚魚放流事業が行われました。お母さんたちと一緒にセ

イコを200匹放流しました。

県水産試験場の職員の「涸沼をきれいにしていると、さ

かながたくさん大きく育って帰ってくるんだよ。」という説

明に、園児たちは澄んだ瞳を大きく開いて聞き入っていま

した。

また、屋形船に乗って涸沼周遊が行われ、日頃見慣れな

い湖上からの景色を子どもたちは大いに楽しんでいました。

(15) 広報おおあらい 2007 94  
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社
会
保
険
事
務
所
と
町
で
は
、
国
民

年
金
保
険
料
の
未
納
分
に
つ
い
て
次
の

と
お
り
集
合
徴
収
を
実
施
し
ま
す
。

当
日
は
年
金
専
門
担
当
官
の
相
談
を

受
け
な
が
ら
、
未
納
に
な
っ
て
い
る
2

年
以
内
（
申
請
し
て
免
除
さ
れ
た
期
間

は
lO
年
以
内
）
の
保
険
料
を
納
め
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
こ
自
身
の
年

金
に
つ
い
て
わ
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
る

方
も
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日

時

／
9
月
21
日
（
金
）

午
前
10
時
＼
午
後
3
時

場

所

／
中
央
公
民
館
視
聴
覚
室

相
談
員
／
水
戸
南
社
会
保
険
事
務
所

専
門
担
当
官

問
合
せ
／
住
民
課
国
民
年
金
係

（
内
線
l
l
4
)

国
民
年
金
の
集
合
徴
収
と

年
金
相
談 くらしの］情報

INFORMATION 

大洗町役場合267-5111

（
 

成
人
式
式
典
の
企
画
、
運
営
を
し
て

い
た
だ
く
新
成
人
の
皆
さ
ん
（
昭
和
56

年
4
月
2
日
1
昭
和
57
年
4
月
ー
日
生

ま
れ
の
方
）
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
思

い
出
に
残
る
よ
う
な
式
典
と
な
る
よ
う

多
く
の
皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。
ま
た
、
あ
わ
せ
て
次
年
度

の
新
成
人
の
方
に
つ
い
て
も
、
式
典
開

催
ま
で
の
運
営
協
力
者
を
募
集
い
た
し

ま
す
。

問
合
せ
／
生
涯
学
習
課

6

(
2
6
7
)
0
2
3
0
 

成
人
式
の
企
画
・
運
営

参
加
者
募
集

県
統
計
協
会
発
行
「
県
民
手
帳
•
平

成
14
年
度
版
」
の
申
込
み
を
受
け
付
け

て
い
ま
す
。

0
ポ
ケ
ッ
ト
版

(
8
X
1
2
.
5
c
m
)

3
5
0
円
（
税
込
み
）

0
大
型
版

(
9
X
1
4
.
5
c
m
)

5
0
0
円
（
税
込
み
）

申
込
み
／
企
画
課
に
申
込
書
が
備
え
て

あ
り
ま
す
。
10
月
1
日
ま
で
に
代
金
を

そ
え
て
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。
手
帳
は

後
日
送
付
し
ま
す
。

問
合
せ
／
企
画
課
（
内
線
2
2
4
)

県
民
手
帳
申
込
み

受
け
付
け
ま
す

第
7
回
サ
ン
ビ
ー
チ

ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
開
催

21
世
紀
最
初
の
芸
術
文
化
祭
で
す
。

ぜ
ひ
、
作
品
づ
く
り
に
挑
戦
し
て
み
て

は
い
か
が
で
す
か
。
あ
な
た
彩
の
芸
術

の
秋
を
満
喫
し
て
く
だ
さ
い
。

募
集
部
門
／

．
書
道
・
薇
刻

．
絵
画
・

工
芸
美
術
・
詩
歌
・
俳
句

．
い
け
ば

な

・
写
真

申
込
期
間
／
9
月
10
日
1
1
3
日
ま
で

問
合
せ
／
生
涯
学
習
課

6

(
2
6
7
)
0
2
3
0
 

第
7
回
サ
ン
ビ
ー
チ
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
（
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
ま
つ

り
改
め
）
を
開
催
い
た
し
ま
す
。
今
回

は
、
サ
ン
ビ
ー
チ
海
浜
公
園
を
会
場
と

し
、
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
に
限

nす
楽
し

い
企
画
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
の
で
、

皆
さ
ん
こ
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時
／
10
月
8
日
（
月
）
体
育
の
日

午
前
9
時
開
会

場
所
／
サ
ン
ビ
ー
チ
海
浜
公
園

種
目
／

・
ス
ト
ラ
ッ
ク
ア
ウ
ト
・
ビ
ー

チ
フ
ラ
ッ
グ
ス
・
パ
ー
ク
コ
ル
フ

(
9

ホ
ー
ル
）
フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク

・

タ
ー
ゲ
ッ
ト
バ
ー
ド
ゴ
ル
フ
（
ホ
ー
ル

イ
ン
ワ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
）
・
宝
探
し

申
込
み
／
9
月
26
日
（
水
）
ま
で

＊
フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク
、
タ
ー
ゲ
ッ

ト
バ
ー
ド
コ
ル
フ
は
当
日
申
込
み
可
。

問
合
せ
／
生
涯
学
習
課
社
会
体
育
係

6

(
2
6
7
)
0
2
3
0
 

芸
術
文
化
祭
展
示
作
品
出
品
募
集
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‘、
ン、一—----^“・ •メアクアワールド・大洗アテンダント募集 大洗わくわく科学館ボランティア募集
勤務場所

勤務時間

募集人員

職務内容

応募資格

雇用期間

応募方法

アクアワールド茨城県大洗水族館

1日8時間で週40時間週5日交代勤務

約20名

▽来館者に対する館内案内▽入場券の販売等

▽展示生物や資料の解説

▽短大卒程度の学力を有すること

▽土日祝祭日出勤が可能なこと

▽事前研修の全日程に参加できること

(l l月～2月中、 15日程度）

平成14年2月1日～平成14年3月31日

合年度毎に期間更新可 (3回）

下記の応募書類等を封書で大洗水族館あて郵送または

持参すること

「応募の動機」原稿用紙1~2枚 •履歴書 （写真貼付）
返信用封筒（住所、氏名を記入し80円切手を貼付）

募集対象

応募方法

高校生以上で月 1日以上活動可能な方

合科学に興味があって、子ども好きな方なら、老若男女

は問いません。特に、次の指導ができるボランティア

は大歓迎です。

①ゴーカート組立て、分解指導

②スポーツカイト指導

③ ドルフィンジャンプ指導

④ウインドカー指導

⑤教室「デジカメで変身」の指導

応募用紙に必要事項を記入の上、郵送またはファックス

にてお申し込みください。

〒311-1393 大洗町成田町4002

サイクル機構大洗 地域交流課「ボランティア募集」係宛

FAX (267) l 668 

〒311-1301 大洗町磯浜町8252番地の3

アクアワールド茨城県大洗水族館 総務課宛

応募締切

選考

給与

問合せ

9月24日 （月） 当日消印有効

面接試験を実施 (10月6日、 7日）

月額14万円程度十通勤手当

側いばらき文化振興財団大洗水族館 合 (267)5151 

URL http://wwwnet-ibaraki.ne.jp/oaraiaqm/ 

問合せ サイクル機構大洗地域交流課

合 (267)2494 

URL http://wwwjnc.go.jp/xwakuwaku 
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水戸地方広域市町村圏協議会

ひたちなか市産業交流フェア 蛾置置D
“みるふれるまなぶたのしむたべる＇ ｀をテーマ1'---、市内の

農産品や水産品、工芸品などを一堂にあつめました。

＊サブフェアとして「みなと産業祭」が10月28日（日）那珂湊漁港
にて開催されます。

日時 ll月10日（土）、ll日 （日）1000-16:00
場 所 ひたちなか市総合運動公園

問合せ ひたちなか市産業交流フェア推進協議会事務局

fl029-273-0 l l l （内線408409)

第3回笠間シテイマラ ソン大会 e 
l2月2日 （日）＊雨天決行
受付8:00~930 開会式930~950
スター ト1000
笠間芸術の森公園

一般 ・親子の部、オープン参加・2,000円
高校生•1,000円小•中学生・300円

10km（車イスの部、一般男子、一般女子）

5km（車イスの部、一般男子、一般女子）

3km（一般男子、一般女子、中学生男子、中学生女子）

2km（親子の部、小学生男子、小学生女子、オープン参加）

笠間シテイマラソン大会事務局

合0296-72-9330

第20回友部健康マラソン大会
日時 l2月16日 （日）
場所 友部町立北川根小学校

参加費一般・親子 2,500円
小•中学生 ••500円

10km（一般男子、一般女子）

5km（一般男子、一般女子、中学生男子）

3km（中学生女子）

2km（小学生男子、小学生女子、小学生の親子）

申込期限 10月31日（水）当日消印有効
問合せ 友部町健康マラソン大会事務局

合0296-77-l lOl （内線463)
http://www.net-iba「aki.ne.jp/tomobe-t/

日 時

場所

参加費

種 目

問合せ

ス
ポ
ー
ツ
の
秋
で
す
。
日
頃
の
練
習

の
成
果
を
存
分
に
披
露
し
て
く
だ
さ

い
。
日
本
屈
指
の
難
関
名
門
コ
ー
ス
が

あ
な
た
の
挑
戦
を
待
っ
て
ま
す
。

日
時
／
10
月
15
日
（
月
）

場
所
／
大
洗
コ
ル
フ
倶
楽
部

費
用
／
ー
万
円
（
プ
レ
ー
代
、
諸
経
費
）

＊
食
事
代
は
含
み
ま
せ
ん
。

対
象
／
大
洗
町
に
在
住
の
方

定
員
／
2
0
0
名
（
応
募
者
多
数
の
場

合
は
抽
選
に
な
り
ま
す
。
）

申
込
み
／
官
製
は
が
き
に

・
住
所

．
氏

名
•
生
年
月
日

・

電
話
番
号
を
記
入
の

上
、
生
涯
学
習
課
ま
で
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。（
ハ
ガ
キ
ー
枚
に
つ
き
ー
名
）

第
2
回
大
洗
町
民
コ
ル
フ
大
会

a 
高校生 1,500円

種 目

URL 

保
護
者
が
病
気
や
出
産
、
災
害
や
事

故
、
看
護
や
冠
婚
葬
祭
な
ど
、
や
む
を

得
な
い
理
由
で
家
庭
で
の
保
育
が
困
難

な
場
合
、
お
子
さ
ん
を
短
期
間
に
限
り

保
育
所
で
お
預
か
り
し
ま
す
。

対
象
／
町
内
在
住
の
生
後

6
ヶ
月
以
上

の
乳
幼
児

募
集
人
員
お
よ
び
対
象
者
／

0
夏
海
幼
稚
園

4
歳
児
35
人

0
祝
町
幼
稚
園

4
歳
児
35
人

平
成
14
年
度

町
立
幼
稚
園
児
募
集

緊
急
保
育
を
実
施
し
て
い
ま
す

〒
3
ー
ー
の

1
3
0
ー

大
洗
町
磯
浜
町
6
8
8
1
番
地
8

8

大
洗
町
中
央
公
民
館
内

生
涯
学
習
課
社
会
体
育
係
宛

*
9月
22
日
消
印
有
効

問
合
せ
／
生
涯
学
習
課
社
会
体
育
係

6

(
2
6
7
)
0
2
3
0
 ゜

※
ー
歳
未
満
児
に
つ
い
て
は
、
事
前
に

こ
相
談
下
さ
い
。

保
育
時
間
／
平
日
の
午
前
8
時
30
分

ー
午
後
5
時
（
土
曜
日
は
正
午
ま
で
）

利
用
料
金
／
日
額
2
、
7
7
0
円

（
給
食
費
は
別
料
金
）

申
込
み
／

第
一
保
育
所

6

(
2
6
7
)
2
6
7
1

第
二
保
育
所

6

(
2
6
7
)
2
3
6
7

福
祉
課
社
会
福
祉
係
（
内
線
ー

5
2
)

）
 

敬老会送迎ヽ｀ス運行表

1号車
成田 (830)～岡野商店先T字路～松川集落

センター～神山 (8.45)～会場

2号車
夏海火の見下(8・30)～農業会館～大貫橋～
舟渡(8'45)～会場

3号車
前原住宅(8・30)～諏訪神社～中宿バス停～
田山石油店前(8'40)～関東銀行前～会場

5号車

6号車
平戸橋バス停(830)～エコス大洗店前～会
場

7号車
宗五郎商店前(8.30)～角沼前～会場

8号車
祝町小学校前 (8・30)～松ヶ丘住宅～幕末と

明治の博物館～会場

〇
磯
浜
幼
稚
園

5
歳
児
35
人

*
4歳
児
は
2
年
継
続
保
育
が
原
則

4
歳
児
．
平
成
9
年
4
月
2
日
1

平
成
10
年
4
月
ー
日
生

5
歳
児

．
平
成
8
年
4
月
2
日
1

平
成
9
年
4
月
ー
日
生

募
集
期
間
／
10
月
1
日

I
lO
月
15
日

申
込
方
法
／
該
当
す
る
幼
稚
園
に
入
園

願
書
を
直
接
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
願

書
は
各
幼
稚
園
お
よ
び
学
校
教
育
課
に

備
え
て
あ
り
ま
す
。
申
込
者
多
数
の
場

合
は
抽
選
と
な
り
ま
す
。

問
合
せ
／

夏
海
幼
稚
園

6

(
2
6
7
)
2
0
0
2

祝
町
幼
稚
園

6

(
2
6
7
)
2
7
4
4

学
校
教
育
課

6

(
2
6
7
)
5
l
l
l

（
内
線
3
5
2
)

今
年
は
、

73
歳
以
上
の
方

（昭
和
4

年
3
月
31
日
以
前
に
生
ま
れ
た
方
）
を

こ
招
待
し
て
、
大
洗
文
化
セ
ン
タ
ー
で

開
催
い
た
し
ま
す
。
当
日
は
、
送
迎
バ

ス
を
運
行
し
、
全
車
折
返
し
運
転
い
た

し
ま
す
の
で
こ
利
用
く
だ
さ
い
。

9
月
15
日
は
敬
老
会
で
す
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Q. 8乍年65歳になり（昭和10年ll月12日生まれ）、平成12年度の介護保険料は普通徴収でした。月額3万
円の国民年金を受給しているのに年金からの天引き（特別徴収）はしてくれないのですかつ

A.介護保険では、 65歳以上の方を第 1号被保険者、 40~64歳までの方を第2号被保険者と区分しており、
保険料の決め方や納め方も違っています。65歳の誕生日の前日に第2号被保険者から第 1号被保険者へ資格が変

わります。

この方のように、年度の途中で65歳になった場合の保険料は、 65歳の誕生月の前月 (l日が誕生日の方は前々

月）分までは、加入されている医療保険料と合わせて納めます。65歳の誕生月 (l日が誕生日の方は前月）分から

は、第1号被保険者として個別に町へ納めます。

つまり、昭和10年］ 1月l2日生まれということは、平成l2年ll月ll日に第1号被保険者となり、

納付書による普通徴収で納めていただいているわけです。

すでに年額18万円以上の年金を受給している方であっても、翌年の9月分までは普通徴収となり、年金からの天

引き（特別徴収）となるのは、翌年の10月分からです。

したがって、平成13年度は4~9月分 (1~4期）までを普通徴収で、

とになります。

l l月分から

（
 

10月分から特別徴収で納めていただくこ

【例】平成12年l]月に65歳到達 第3段階の方の場合（平成13年度保険料21,150円）

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 1 1月 12月 1月 2月 3月

1期 2期 3期 4期 5期 6期 7期

普 2,900 2,900 2,050 1,900 

特 3,800 3,800 3,800 

普 普通徴収 特 特別徴収

※年度途中で65歳になった方の保険料は、基本的に翌年度の9月分までは普通徴収、

りますが、年金の受給額や種類によって特別徴収できない場合もあります。

10月分以降は特別徴収とな

‘、
相
談
日
／
毎
週
金
曜
日

場
所
／
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

「
ゆ
っ
く
ら
健
康
館
」

ー
階
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
室

時
間
／
午
後
ー
時

30
分

1
3
時

＊
第

1
金
曜
日
の
み
弁
護
士
が
相
談
に

応
じ
ま
す
。
（
要
予
約
）
相
談
無
料

申
込
み
／
社
会
福
祉
協
議
会

6

(
2
6
6
)
3
0
2
l
 

休
館
日
／
9
月
10
日
（月）

・15
日（
土
）

17
日
（
月
）

・24
日
（月）

10
月
ー
日（
月
）

8
日
（月）

貸
出
時
間
／
午
前

9
時

30
分
S

午
後

4
時
30
分

貸
出
期
間
／

2
週
間

(l
人
3
冊）

塙

裕

美

さ

ん

大

網

義

明

さ
ん

大

貫

孝

一
さ
ん

芝

洋
二
郎
さ
ん

鈴

木

健

さ

ん

武

藤

美

智

子
さ
ん

横
須
賀
義
夫
さ
ん
小
松
崎
弘
之
さ
ん

飛

田

勇

さ

ん

加

藤

義

孝
さ
ん

み
な
さ
ん
あ
り
が
と
う
こ
ざ
い
ま
し
た
。

図
書
寄
贈

（平
成
13
年
4
月
＼
7
月

・
順
不
同
）

図書室

心
配
こ
と
相
談

茨城県知事選挙投票日です。

◆不在者投票

◆問

9月16日（日）は、
◆投票時間午前7時から午後8時まで

◆入場券 投票所入場券は郵送します。何らかの事情で届かない場合は、各投票所で入場券の再発行を受け、

投票することができます。

投票日当日に都合がつかす、投票できない場合は不在者投票をこ利用ください。

［期間］8月30日～9月15日 8:30~20:00 ※土・日も投票できます。

［場所］役場l階住民ホール

大洗町選挙管理委員会 TEL 267-5 l l l（内線233)合 せ

2001.9.4 広報おおあらい (78) 



仕
咲同参圃ダi 今年 苓
両 。1.9

“女性が働く’'ということ
改正「男女雇用機会均等法」の

あらまし

あなたは、男女雇用機会均等法

を知ってますか？

0

0

0

0

0

0

 

0

8

6

4

2

)
 

ー

％、’ー、

67.6 

34.8 

知ってる

50.0 

聞いた 知らない

闊

0 0.7 ． 

無回答

男女雇用機会均等法について「知っている」

と回答した男性は、女性より32.8％高い。「聞

いたことがある」と合わせると男性93.5%、

女性84.8％となり 、慟く女性のための法律で

あるにもかかわらず、女性の方が関心が薄いこ

とがわかります。

近
年
、
女
性
労
働
者
は
パ
ー
ト
タ
イ

マ
ー
な
ど
様
々
な
形
態
で
増
え
て
い
ま

す
。
茨
城
県
で
は

15
歳
以
上
の
女
性
労

働
人
口
は
、

4
8
.
9
％
を
占
め
て
お
り

（
平
均
7
年
国
勢
調
査
）
、
今
後
と
も
産

業
構
造
の
転
換
、
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
や

職
業
意
識
の
変
化
等
に
よ
り
、
女
性
の

職
場
進
出
は
ま
す
ま
す
進
ん
で
い
く
も

の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
流
れ
を
受
け
、
昭
和
61

年
に
「
男
女
雇
用
機
会
均
等
法
」
が
施

行
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
法
律
は
、
女
性

が
母
性
を
尊
重
さ
れ
つ
つ
、
生
別
に
よ

り
差
別
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
充
実
し
た

職
業
生
活
を
営
み
な
が
ら
、
家
庭
生
活

と
の
調
和
を
図
る
こ
と
が
で
き
る
環
境

づ
く
り
を
目
的
と
し
た
も
の
で
す
。

さ
ら
に
、
平
成
9
年
に
は
、
雇
用
の

際
の
男
女
差
別
を
な
く
す
た
め
に
、

「
男
女
雇
用
機
会
均
等
法
」
の
改
正
を

行
い
ま
し
た
。
こ
の
改
正
法
で
は
、
よ

り
踏
み
込
ん
だ
差
別
禁
止
要
項
が
盛
り

こ
ま
れ
、
努
力
義
務
と
さ
れ
て
い
た

「募
集
、

採
用、

配
謄
、
昇
進
等
の
際

の
男
女
差
別
」
が
禁
止
規
定
と
さ
れ
、

そ
れ
に
違
反
し
た
事
業
主
が
勧
告
に
従

わ
な
か
っ
た
場
合
、
事
業
主
名
を
公
表

す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
平
成
1
年
2
月
に
は
「
パ
ー

ト
タ
イ
ム
労
働
者
の
雇
用
管
理
の
改
善

等
の
た
め
の
指
針
」
「
労
働
基
準
法
」

の
一
部
改
正
や
「
育
児
・
介
護
休
業
法
」

「パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
法
」
が
施
行
さ

れ
、
女
性
労
働
者
の
働
き
や
す
い
環
境

づ
く
り
に
む
け
た
法
整
備
が
進
ん
で
い

ま
す
。
こ
れ
ま
で
に
整
備
さ
れ
た
、
働
く
女

性
の
た
め
の
法
律
や
制
度
を
真
に
実
り

の
あ
る
も
の
と
し
て
定
着
さ
せ
て
い
く

た
め
に
は
、
先
す
当
事
者
で
あ
る
女
性

自
身
が
そ
の
内
容
を
よ
く
知
り
、
理
解

を
深
め
る
こ
と
で
、
仕
事
へ
の
意
欲
を

高
め
、
自
ら
の
能
力
の
向
上
に
努
め
る

こ
と
が
大
切
に
な
る
と
言
え
る
で
し
ょ

う
。

光
人
社

大
平
洋
に
浮
か
ぶ
無
敬
の
島

で
、
広
大
な
大
陸
の
辺
境
地
で
、

戦
い
傷
つ
き
死
ん
で
い
っ
た
兵
士

た
ち
。
生
還
者
と
遺
族
た
ち
へ
の

5
年
に
及
ぶ
追
跡
取
材
を
経
て
、

初
め
て
明

nか
に
さ
れ
る
戦
場
の

素
顔
。

丸
善
株
式
会
社

地
球
を
守
る
エ

コ
シ
ス
テ
ム
。

樹
木
の
働
き
、
動
物
た
ち
と
の
共

生
な
ど
、
地
球
に
と
っ
て
か
け
が

え
の
な
い
再
生
機
能
を
持
っ
た
森

の
素
顔
を
紹
介
。

疇 [¥屯＃鰺 ；冷聟

森と生きもの
竺遠こ ＾ユt

監
修

し
く
み
発
見
博
物
館

"i

森
と
生
き
も
の

●大洗文化センター●

只
木

良
也

fl266-2442 

月 日曜 催事内容 開始時間 開催場所 入場方法

， 23 日映画「箭ケットモンスター」（予定）800~ ホール有料
4木 第29回全眉毘数科教育研究大会全国会1000~ 全館 関係者
10 
56 金土自治労茨城県本部定期大会（予定）900~ 全館 関係者

土
井

R

書

紹

介

歴
史
か
ら
消
さ
れ
た

兵
士
の
記
録

全
二
郎

著

゜

国民年金(9月分）
納期は9月28日までです。

国民健康保険税（第4期）
介護保険料（第4期）
下水道受益者負担金（第2期）
納期は10月1日までです。

(19) 広報おおあらい 2001.9.4 



ぅ知ゃ豚館の1中厄9入
テ l"t.n......n＾ ‘さ

（
 

マテガイ
マテガイはアサリなどと同じく2枚貝ですが、殻はアサ
リのような完全シェルターではなく、 l0cmくらいのチュ
ーブ状をしていて、砂に潜るのが大変得意な貝です。
さて、このマテガイを採るときに、どのような道具を使
うとおもいますか？
潮予狩、りでおなじみの熊手やスコップでしょうか ！？ 
マ丁カイを採るには、 一風変わった道具を使うのです。
じつはその道具とは、塩なのです。
マテガイは、深さ30cmもある穴の奥でじっとしている
ので、その穴の入口を見つけるのはかなり困難ですが、マ
テガイのいそうな穴に塩を振り入れてみると、勢いよく穴
からニューツと飛び出してくるのです。
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